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【北海道向け】
代用乳新製品『まるまるみるく』のご紹介

はじめに

酪農畜産農家にとって子牛を健康に飼うことは、

今も変わらず重要なテーマであると思います。一方

で、子牛は体が小さく、親牛より病気にかかりやす

いことから、哺育管理は神経を使う作業です。それ

でも子牛が手を煩わせることなく育ってくれればい

いのですが、多くの場合、下痢などの病気になり、

その対応でまた仕事量が増える場面が多々あるよう

に見受けられます。下痢が発生する原因は、細菌性

のものもあれば、単純な消化不良の場合もあり、そ

の判断にも苦慮すると思います。また肉牛農家にお

いては、子牛の発育状況がそのまま経営を左右する

側面もあり、子牛を大きく育てることが必要になり

ます。

当社では、これまでも複数の代用乳ラインアップ

を販売してきましたが、昨年より社内、及び現地農

家での給与試験を経て、新代用乳「まるまるみるく」

（図１）を販売することとなりました。ここでは当

製品の特長や、試験データの一端をご紹介します。

１．「まるまるみるく」の特長

１）厳寒期を考慮した高エネルギー設計（表１）

厳寒期の気温低下やストレスに対応すべく、粗脂

肪、TDNを高めに設定しました。

２）厳選した植物性油脂を使用

安全、安心な植物性油脂のみを使用しています。

３）中鎖脂肪酸の大幅強化

当社一般規格と比較して、中鎖脂肪酸を大幅に増

量しました。

４）新素材（セルロース）配合

子牛のすこやかな成長に役立ちます。

５）顆粒化によりハンドリング、溶解性アップ

哺乳ロボットでもお使いいただけます。

表１ 「まるまるみるく」の保証成分

粗蛋白質 粗脂肪 粗繊維 粗灰分 カルシウム りん TDN

２４．０ ２５．０ １．０ ８．０ ０．６０ ０．５０ １１６．０

％以上 ％以上 ％以下 ％以下 ％以上 ％以上 ％以上
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図１ 「まるまるみるく」のロゴマーク（商標登録出願中）

牧草と園芸 第６０巻第４号（２０１２年）

１

�������	
�	�������������������������������� 2012.06.25 15.33.05 Page 1



２．試験データの概要

試験は、導入ホルスタイン雄子牛、エフワン子牛、

ホルスタインめす子牛などについて、カーフハッ

チ、哺乳ロボットの両方の管理体系で実施していま

す。試験総頭数は当社、現地合わせて対照区も含め

１４９頭になります。

図２に示した通り、「まるまるみるく」の給与開

始（０日）から離乳（４２日）までの日増体量は、対

照区を上回る結果となりました。スターター採食量

についても、「まるまるみるく」が対照区を上回る

傾向にありました（図３）。

図４には哺乳ロボット飼育におけるホルスタイン

雄子牛の日増体量を示しましたが、哺乳中（０から

４２日）、離乳後（４３～５６日）のいずれも「まるまる

みるく」が良好な結果となりました。

エフワン子牛を用いた給与試験では、「まるまる

みるく」給与牛において、下痢軟便の発生割合が減

少することが確認されました（図５）。また、ホル

スタインめす子牛への給与試験では、下痢軟便によ

る治療回数が減少しました（図６）。

哺乳ロボットでの溶解性は、「まるまるみるく」の

ミキサー側面への付着は少なく、ホッパーからの落

ち方も問題ないことが確認されました（写真）。

３．「まるまるみるく」の給与方法

「まるまるみるく」の給与方法の一例を表２に示

しましたのでご参照下さい。

ここまで紹介してきた通り、新代用乳「まるまる

みるく」は、農家の皆様の子牛の発育向上や下痢の

軽減に役立つ可能性はあります。しかしながら飼養

環境や子牛の状態によって、代用乳の給与効果は一

様ではないことは理解いただけると思います。皆様

方のより良い子牛管理の一助として、「まるまるみ

るく」をお使い頂ければ幸いです。

図３ ホルスタイン雄子牛のカーフハッチ飼育におけるス
ターター摂取量

（代用乳最大時４００g／日給与、雪印種苗、２０１１）

図２ ホルスタイン雄子牛のカーフハッチ飼育試験における
日増体量

（代用乳最大時４００g／日給与、雪印種苗、２０１１）

図４ ホルスタイン雄子牛の哺乳ロボット飼育試験における
日増体量
（代用乳最大時１，２６０g／日給与、雪印種苗、２０１１）

図５ エフワン子牛のカーフハッチ飼育試験における下痢軟
便発生子牛割合

（代用乳最大時８００g／日給与、雪印種苗、２０１２）

図６ ホルスタインめす子牛の哺乳ロボット飼育における下
痢軟便の１頭あたり治療回数
（代用乳最大時対照区５３２g／日、まるまるみるく５８０g
／日給与、雪印種苗、２０１２）
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表２ 「まるまるみるく」の給与方法対照区
（CP２５% FAT１８% TDN１０５%）

まるまるみるく
（CP２４% FAT２５% TDN１１６%）

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

ホ
ッ
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哺
乳
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ボ
ッ
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ー

写真 哺乳ロボットにおける物性、溶解性（雪印種苗、２０１２）

※表２「まるまるみるく」の給与方法は平成２４年７月１日発行「牧草と園芸」第６０巻・第４号に

掲載した表と一部変更になっております。
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